
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第４号（平成２２年４月１日号） 

 

平
成
19
年
度
に
九
州
風
景
街
道
に
登
録

さ
れ
て
か
ら
３
年
を
経
過
す
る
唐
津
街
道

む
な
か
た
推
進
協
議
会
。
平
成
21
年
度
は

赤
間
宿
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は
じ

め
、
交
通
量
調
査
や
散
策
ル
ー
ト
マ
ッ
プ

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
赤
間
宿
の
魅
力
を
十

分
に
満
喫
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
（
概
要
を
本

紙
掲
載
）。 

 

ま
た
、
赤
間
宿
の
上
町
交
差
点
に
は
現

在
と
往
時
の
街
な
み
を
紹
介
す
る
案
内
板

を
新
た
に
設
置
。
原
町
で
は
建
物
の
外
観

を
街
道
の
雰
囲
気
に
調
和
さ
せ
る
修
景
事

業
（
３
件
）
や
灯
ろ
う
型
の
街
路
灯
の
設

置
（
９
基
）
が
実
施
さ
れ
、
街
道
の
風
格

も
さ
ら
に
増
し
て
き
ま
し
た
。 

 

原
町
で
は
、
唐
津
街
道
沿
道
の
歴
史
的
な

街
な
み
を
保
全
・
再
生
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
住
民
が
「
街
な
み
景
観
整
備
に
関
す

る
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を
締
結
。
こ
の
協
定

に
従
い
な
が
ら
住
宅
の
屋
根
や
壁
な
ど
の
外

観
を
和
風
に
修
景
し
て
、
歴
史
的
な
街
な
み

に
調
和
さ
せ
る
取
り
組
み
が
平
成
16

年
度

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
は
、
平
成
21
年
度
修
景
工
事
中
の
時
安

邸
の
様
子
で
す
。
コ
ロ
ニ
ア
ル
、
セ
メ
ン
ト

瓦
葺
き
だ
っ
た
屋
根
を
黒
色
鋼
板
に
葺
き
替

え
、
モ
ル
タ
ル
塗
り
の
外
壁
を
白
壁
や
杉
板

張
り
に
修
景
し
て
、
街
な
み
と
調
和
す
る
よ

う
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

工事前 

工事中 

原町に 

設置された 

灯ろう型 

の街路灯 

 

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

主
催
の
「
赤
間
宿
ま
つ
り
」
が
２
月
21
日

（
日
）
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

街
道
沿
い
の
会
場
は
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
人

の
波
で
埋
ま
り
ま
し
た
。 

 

町
筋
に
は
、
各
自
治
区
会
の
出
店
な
ど
約

40
店
が
店
を
開
き
「
お
い
し
い
よ
、
お
い

し
い
よ
」
の
呼
び
声
が
、
ま
つ
り
気
分
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
前
日
の
20
日
（
土
）
に
は
、
赤

間
宿
に
加
え
、
唐
津
街
道
の
前
原
宿
や
門
前

町
の
高
取
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
お
互
い
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
紹
介
し
合
う
「
唐
津
街

道
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
が
大
き
な
変
動
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
幕

末
動
乱
期
、
勤
皇
派

き
ん
の
う
は

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
三
条

さ
ん
じ
ょ
う

実さ
ね

美と
み

ら
五
人
の
公く

卿
ぎ
ょ
う

が
、
赤
間
宿
に
滞
在

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
「
五
卿
西
遷

の
碑
」
で
す
。
徳
川
幕
府
の
手
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

五
卿
は
長
州
（
現
在
の
山
口
県
）
か
ら
太
宰
府
に
移
る

途
中
で
、
郷
土
の
勤
皇
家
・
早
川

は
や
か
わ

勇
い
さ
む

の
案
内
に
よ
っ

て
こ
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
一
ヶ
月
余
り
の
期

間
で
し
た
が
、
滞
在
中
に
は
、
高
杉

た
か
す
ぎ

晋
作

し
ん
さ
く

、
西
郷

さ
い
ご
う

隆
盛

た
か
も
り

ら
の
同
志
が
足
繁
く
訪
れ
、
時
勢
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

碑
が
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
昭
和
四
十
二
年
で
、
そ

れ
ま
で
は
藩
主
黒
田
公
の
別
館
跡
（
御
茶
屋
）
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
当
時
地
元
の
人
々
が
、

五
卿
を
手
厚
く
も
て
な
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

平
成
22
年
２
月
23
日
、
赤
間
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
に
て
、
散
策
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
21
名
の
市
民
の
方

が
集
ま
り
、
赤
間
宿
の
地
域
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
楽
し
く
巡
れ
る
ル
ー
ト
づ
く
り
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
１
で
は
、
女
性
二
人
旅
を
テ
ー

マ
に
、
グ
ル
ー
プ
２
で
は
、
子
ど
も
と
団
塊

の
世
代
を
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
３
で
は
、
歴

史
探
訪
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
が
進
み
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
散
策
ル
ー
ト
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
か
ら
、
今
年
度
は
「
ふ
ら
り
和

服
姿
の
女
性
二
人
旅
」
を
取
り
上
げ
、
赤
間

宿
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
と
し
て
作
成

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
む
な
か
た
等
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。 

■グループ１の話し合いの様子 

■グループ２の発表の様子 

■グループ３の話し合いの様子 

■作成したウォーキングマップ 

ホームページ：http://yorimiti.wawawa.org/ 

■所在地 JR 教育大前駅 

【 唐津街道赤間宿 】 

←自由ヶ丘方面 

吉武方面→ 

城山中 文 上 町 
交差点 



 

 

前
号
で
は
、
調
査
結
果
の
速
報
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
結
果
か
ら 

わ
か
る
こ
と
を
、
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

に
整
理
し
て
、
み
な
さ
ん
に
お
伝
え 

し
ま
す
。 

 P
oint.

１ 

地
域
住
民
の
赤
間
宿
の
認
知
度
は
高
い
。 

・ 

赤
間
宿
の
認
知
度
（「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
＋
「
知

っ
て
い
る
」
の
合
計
）
は
、
全
体
で
約
81
％
、
赤

間
区
（
自
治
区
）
で
約
84
％
と
非
常
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

 P
oint.

２ 

赤
間
宿
を
知
っ
た
の
は
「
広
報
紙
」

と
「
家
族
や
地
域
の
語
り
継
ぎ
」。 

・ 

赤
間
宿
を
知
っ
た
手
段
に
関
し
て
は
、「
市
広
報

誌
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、「
親
や
お

年
寄
り
か
ら
聞
い
た
」
「
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た

か
ら
」
な
ど
、
家
族
と
の
会
話
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
通
じ
て
、
赤
間
宿
を
知
っ
た
と
い
う
意
見

が
非
常
に
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

・ 

こ
の
よ
う
な
手
段
で
赤
間
宿
を
知
る
こ
と
は
、
地

域
の
歴
史
や
人
の
思
い
を
含
め
、
よ
り
印
象
的
に

伝
え
ら
れ
る
た
め
、
媒
体
に
よ
る
情
報
伝
達
と
あ

わ
せ
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
視
点
で
す
。 

 P
oint.

３ 

赤
間
宿
の
広
報
手
段
は
「
広
報
紙
」

「
拠
点
施
設
で
の
情
報
提
供
」
な
ど

複
数
の
手
段
の
ミ
ッ
ク
ス
が
有
効
。 

・ 

赤
間
宿
の
広
報
手
段
に
関
し
て
は
、
「
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
広
報
紙
」
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

・ 

加
え
て
、「
JR
の
駅
」
や
「
地
域
の
歴
史
拠
点
」
な

ど
、
地
域
住
民
の
利
用
が
多
い
交
通
結
節
点
や
地

域
外
の
来
訪
者
の
利
用
が
多
い
観
光
・
交
流
拠
点

で
の
、
情
報
提
供
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

・ 

ま
た
、
紙
媒
体
に
限
ら
ず
、
現
地
で
の
案
内
サ
イ

ン
や
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
、
親
か
ら
子
ど
も
へ

の
語
り
継
ぎ
な
ど
、
伝
達
す
る
手
段
を
複
数
織
り

交
ぜ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
視
点
で
す
。 

 P
oint.

４ 

地
域
資
源
の
認
知
度
は
「
地
域
住
民
が

関
わ
る
機
会
」
の
多
少
に
関
係
。
資
源

の
価
値
の
本
質
は
「
物
語
」
に
あ
り
。 

・ 

地
域
資
源
の
認
知
度
に
関
し
て
は
、「
勝
屋
酒
造
」

「
赤
間
宿
祭
り
」
「
出
光
佐
三
の
生
家
」
な
ど
が
特

に
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
共
通
点
は
、
酒

蔵
開
放
や
祭
り
へ
の
参
加
、
生
家
の
見
学
な
ど
、

地
域
住
民
が
資
源
に
関
わ
り
を
持
つ
機
会
が
設
け

ら
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。 

・ 

そ
の
一
方
で
、
「
石
松
林
平
・
伴
六
碑
」
「
釣
川
改

修
の
一
番
碑
」「
五
卿
西
遷
記
念
碑
」
な
ど
は
、
地

域
住
民
の
接
す
る
機
会
が
少
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
記
念
碑
自
体
が
資
源
の
価
値
で
は
な
く
、
記

念
碑
が
建
て
ら
れ
た
歴
史
背
景
や
当
時
の
出
来
事

を
含
め
た
物
語
の
中
に
こ
そ
価
値
が
あ
り
、
そ
の

価
値
の
伝
達
や
情
報
の
発
信
が
不
十
分
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

・ 

そ
の
た
め
、
広
報
紙
な
ど
に
よ
り
読
み
物
と
し
て

伝
え
る
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
地

域
の
語
り
部
に
よ
っ
て
昔
話
と
し
て
言
葉
で
伝
え 

・ 

る
こ
と
、
こ
ど
も
た
ち
の
演
劇
等
に
よ
る
物
語
の

再
現
な
ど
、
様
々
な
情
報
発
信
の
工
夫
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。 

 P
oint.

５ 

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
「
街
道
の
安
全

性
の
確
保
」
と
「
赤
間
区
住
民
の
合

意
」。
ま
ず
は
語
り
合
う
場
づ
く
り
。 

・ 

今
後
、
必
要
な
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、「
街
道
を

安
全
に
散
策
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」
が
多
く
、

歩
行
者
を
優
先
し
た
道
路
空
間
の
安
全
性
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・ 

次
い
で
、「
赤
間
区
住
民
の
協
力
や
合
意
形
成
」「
ま

ち
な
み
保
存
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」
が
多
く
、

地
域
住
民
の
方
向
性
の
統
一
や
合
意
し
た
上
で
の

ル
ー
ル
化
な
ど
、
ま
ず
は
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

思
い
や
考
え
を
語
り
合
う
協
議
の
場
の
創
設
が
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 P
oint.

６ 

「
お
祭
り
」
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
を
促
す
の
が
有
効
。 

・ 

興
味
の
あ
る
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
「
お
祭
り
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
」
が
最
も
多
く
、
例
え
ば
、
認

知
度
の
高
い
赤
間
宿
祭
り
の
よ
う
に
地
域
住
民
が 

■調査の概要 

㋪ 調査内容 ： 赤間宿における平日・休日の 12 時間交通量の測定 

㋪ 調査日時 ： 平日【11 月 20 日（金）7:00～19:00】 

㋪        休日【11 月 28 日（土）7:00～19:00】 

㋪ 調査地点 ：右の図のとおり A、B、C の３地点を設定 

 

 

Ａ 赤間上町 

Ｂ 赤間構口 

Ｃ 

■調査の概要 

・ 唐津街道赤間宿は、地域住民が親しみを感じ、集い、楽しむことのできる  

街道づくりを進めています。今後は、地域外からも来訪者を呼び込み、地域

の魅力を知ってもらい、自他共に認める風景街道の形成を目指しています。 

・ そのため、安全かつ快適に、赤間宿の地域資源を回遊できる散策ルート

の作成およびツアーの開催を見据え、現状の交通量の把握を行います。 

■
結
果
の
ま
と
め 

・ 

交
通
量
は
各
地
点
と
も
、
平
日
よ
り
も
休
日
が
若

干
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

・ 

ま
た
、
市
内
外
の
他
の
地
点
と
比
較
を
す
る
と
、

同
じ
く
唐
津
街
道
の
福
津
市
蛙
町
（
町
川
原
赤
間

線
）
や
近
隣
の
宗
像
市
冨
地
原
（
芹
田
石
丸
線
）

よ
り
も
多
く
、
宗
像
市
吉
武
（
直
方
宗
像
線
）
よ

り
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

・ 

交
通
量
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
平
日
、
休
日
と
も

に
、
上
り
線
（
北
進
）
よ
り
下
り
線
（
南
進
）
の

交
通
量
が
２
割
程
度
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

・ 

時
間
帯
別
交
通
量
に
つ
い
て
は
、
各
地
点
と
も
、

平
日
の
朝
２
時
間
（
７
～
９
時
）
お
よ
び
夕
方
２

時
間
（
17
～
19
時
）
の
交
通
量
が
、
休
日
の
同

時
間
帯
の
交
通
量
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

■他地点との 12 時間交通量の比較 
（参考データは平成 17 年交通センサスより） 
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■平日・休日の時間帯交通量の推移 
（Ａ地点：街道への流入・流出合計） 
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■
考
察 

・ 

次
の
２
パ
タ
ー
ン
が
、
街
道
を
通
行
す

る
自
動
車
の
中
で
、
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
ま
す
。 

・ 

パ
タ
ー
ン
１
（
下
り
線
）：
赤
間
上
町
の

交
差
点
よ
り
右
左
折
両
方
か
ら
流
入

し
、
自
由
ヶ
丘
方
面
に
抜
け
て
い
く
。 

・ 

パ
タ
ー
ン
２
（
上
り
線
）：
自
由
ヶ
丘
方

面
よ
り
直
進
で
流
入
し
、
赤
間
上
町
の

交
差
点
よ
り
右
折
し
、
吉
武
方
面
に
抜

け
て
い
く
。 

・ 

来
年
度
以
降
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
際
に
は
、
休
日
の
午
前
11

時
ま
で
か
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

の
時
間
帯
で
あ
れ
ば
、
交
通
量
が
比
較

的
少
な
く
、
よ
り
安
全
に
散
策
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

■赤間構口交差点の様子   ■赤間上町交差点の様子 

参
加
し
や
す
い
お
祭
り
な
ど

か
ら
入
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、「
ま
ち
な
み
を
残
す

た
め
の
勉
強
会
」
や
「
歴
史

勉
強
会
」
な
ど
参
加
を
促
し

て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 「ちょっとよりみち唐津街道むなかた」のホ
ームページが、見やすく、使いやすくなりま
した。また、活動報告も頻繁に行っておりま
すので、ぜひ一度アクセスしてください！ 

アドレス→ http://yorimiti.wawawa.org/ 
 


